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新薬創出・適応外薬解消等促進加算導入による
財政影響のシミュレーション（予測）

新薬創出・適応外薬解消
等促進加算額

新薬創出加算の対象となる
期間を過ぎたため、対象か

ら外れる品目

830億円

530億円

H22年 H24年 H26年 H28年

後発品使用促進による削減額
及び

（精査中）

及び
後発品使用が計画的に進まないことによ
る財政影響を緩和するために後発品のあ
る先発品の薬価を追加引下げすることに

よる削減額

＊H22年度の対象品目は約350成分

仮定
＊H22年度の対象品目は約350成分
＊対象品目の期間は最長15年（毎年、15分の1が対象期間を過ぎる）
＊新薬は毎年約70成分が新規で収載され、およそ半数が対象品目
＊全薬剤費等の条件についてはH21年度の数値を利用

５


